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　先に家兎及び山串に対するLlr！j料価値について又柵∫明

を異にした時の、f刈収薫と成分の変化についてわ汀し，

凡そ禾本科牧草に近い価値を有し如何なる括税期におい

ても秋型そばが青刈に適している事が報占・された！）2）3）。

尚その際試験終了後供試山羊を屋外で直射課題にコてた

ところ，そば疹（Fagopyrismus）らしき症状を呈するこ

とを指摘している3）。（第5図）

　そば中毒についての報告例は少なく　’S）5）ES）？）s），皮周／，1

害については何れもそばに含まれている螢光性脳賞と［＝ll

光との共働作用によるものであるとされているが，これ

らの点については既に一般成告9）にも記載されていると

ころである。

　かSる発疹に1’f．J与すると云われる螢光性物質について

も正確に何なるかも決定されて居らず，その原V－v，につい

ては不明の点が多い。

　講者は青刈そばの飼料的利用の上からかyる陣、蝦こつ

いて検討中であるが，今回は小動物である家兎及び白嵐

を用いて，そば疹の症状について調べた絋果を報告す

る。

実験方法及び実験結果

　G）　家飛に対ずる青刈量ばの絵与

　家兎に対して友孝には生青刈そば，冬奪1には膏刈そば

癌燥粉末を給与して屋外で日光照射を旧い，筑疹症状の

経過を継続して観’し，又解体して肉眼的な検査を行っ

た。

実 験　1、

　（血）　供　試　動　物

　予めIEI光照射を行って発疹しないこと齢1［認した，生

後3～4ケ月の同腹のH本白色不τ家兎，雌2匹を1匹宛

対照区と試験区に分けて用いた・

　（海）　供試霞i糾益びに給与概況

　対撫区には生野皐と濃厚婦料を，i£験区には当H刈取

つた開花前及び1ヲ　［・」花期の生［才刈そば（水分約80～85％）

と濃厚飼料を与えた。試験協旧離7i三階までは両区共粗

飼料は門構：の1C％を午｛舟中に，濃厚飽料は体重の5％を

午後給与したが，8口日からは官刈そば給与後直ちに好

んで採食する様になったので，粗飼料のみを体重の15％

与えることに改めた。

　（e）　乱射並び忽発疹借状の観察

　雨天，膨天の場台を除き原則として毎日正午より2時

聞動物を屡外に出し直射i下墨に当てた，尚試験困早撃8

叢嘱からは発疹が顕者になって来たので｝11’〈、射時聞を1時

問に減じた。発疹症状は動物の各部について主にその紅

潮，厚し振の程度を同じ条件の下で口射した対照が兎と比

較して観ボした。

　（鋤　　結　　　果

　⊥記の方法により夷験した緯果は弟工図，南至♂に示

す通りであって，生仔焼そばの少豆食下によって発疹し

たがう初発現までの食下生草量（9）／体重（9）は約。・lo

であった。官刈そば給を吟興は初め4～5日同は楕々早

食：を示し，特に茎の部分を残す傾向があったが，その後

は飼料食：下も茎，棄の区別なく良好となった。このiSJ，、．し

疹症状の進行による採食状態の悪化の傾向は全く認めら

れず，依然好んで採食した。試験開始後81」目からは採

食状態が良好となったので二食コ料のみを給与した結果，

hJ　i図に見られる様に対llu区，野壷区共融重の減少が甚

だしかったがラこれは給争嘘の不足に起因するものであ

ることは容易に想像される。

　うし疹症状は主に先ず耳翼及び眼瞼の紅潮に始まり（茅

6，7図），次いで痒味を生じ次第に腫脹えと進み，m儲

並びに不安の状態を示す様になり，戊いは発疹部転に淡

黄色の液の分泌が見られ，結回し，又部分的な脱｛｝が頭

部や｝∫｛面に鰯められた。約2日簡位の日射の中断では発

疹はその程度を和々軽減するに止まり，症状の消失は認

められなかった。試験開始後13日目に至り沈欝状態に陥

り，後死亡したがこれは体重の低下が示す如く主にlf刈

そばの半川と給与＝；の過少による栄養不足が主な原囚で

あろうと思われる。死亡後直ちに解体し内勝者器管の肉
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｝ll的観家を行ったが，特に異’1τ、な点は認められなかった。

実 験　2．

　（a）供試動物
　実験1の場合と同じ様に予め目光照射を行ってソき疹の

ないことを撮、9した体二R900911〕譲の口本自色1％毫，

同工雄2匹を対欺区と「く験区に分けて1ノご嘱した．t

　侮）　供歎飼料盤びに給与概況

　対照区には質行の誕厚爵赫・1・を，；試険1×には生浮刈そば

を常法により乾燥し，粉砕した1と桑粉末（．水介汚9％）

と’／th　，．ir飼料とを、｝綾宛混脊したものを，両区腰体丁：の約

15％宛1目1回午l」げ中に与えたv尚試聴虜始後12　［’liヨか

らは磁区共平冨の飼育状態に戻した。

　（¢）　日射睡びに癸疹症状の観察

　実験1の場合と這々同様に行った，即ち頁則として罎

H正午より30～60分｝i［j屋外で直射日光に当てた、5し疹症

状は侮れの場合も日身心後にわたり岡じ条件の下で対照

区の家兎と比較してラ動物の各部について肉眼的に観秘

した。又湯浦に2Ll曝に体重を測定し，蘇鹸期ll｝」中の採

食状態についても観察し，尿の定猷均丈検査も行った。

　（蕊）　結　　　果

　第i図，第！表に示す通りの綿呆を得た、ぺ験｝ノil始当

初は副料の食下は甚だ悪く殆んど残食し，その後も試験

全期間にわたって1日の給与量約1409の中心並は残食

して依然富船状態は好転しなかったが，これが成長の鈍

化となって表われたものであろう。この際も発疹症状の

進行と採食状態とには関連性は認められなかった。尚症

状初発現よでの哀下生拉致（g）／体丁≧（g）は約0・50であ

ってi．／；刈そば給与の場合に上ヒペて症状発現

までに時日を要した。

　発疹症状の経過は生青刈そば給与の場合

と略々同様に限臨耳翼における紅潮，腫

脹（第6，7図），強味，脱毛等。臨められた

が，特に眼において症状甚だしく（拓6

図），訊験聞女」後1至日目1こ左眼に白内陣状

の臼斑を生じた、、前腎加勢毛部（試験朋始

後H日目にン．毛）に淡黄色の液の分泌が認

められ，対照区家兎に比較して毛の伸長も

おそかった。

　Il八験期詞中尿の定1生的検査を行ったが振

並，尿の色訓に変化なく，尿中に蛋白質並

びに糖の存在も認められなかった。試験終

了後解体し肉眼ヂU検査を行ったが内馴諸器

管には特記すべき異常は認められなかっ

た。

　（2）　白鼠に対する青刈そばの給与

　白鼠に対して青刈そば乾燥粉末及び生青刈そばの搾汁

を経口抜与，皮下注射してrl光照射による5し疹症状の三

越を継続して観察した．

実 験　3．

　侮）　供　試　訪　物

　1イヂ：60～1309のウィスター系幼鼠及び域鼠を冬季に

はll辰の堆2匹を三匹宛対照区と試験区とに分けて使用

し，督季には同賑の幼鼠雄2　VTu’．“．，雌2匹を夫々雄雌1

匹冤対照区と試験区の2区に分けて用いた・尚予めII光

照射を行って発疹のないことを確認した。

　侮）　供試飼料垂びに鶴与概溌

　冬季の、験においては玄米粉，カゼイン，乾蛛酵母，

魚粉，塩類よりなる基本飼料を体重の10％，試聴区には

基本飼料と青刈そば乾燥粉末とを等量宛洗合したものを

同じく体1亟のio％，　1Hl回夕刻与えたv

　春季の試験では幼鼠を用いたので，両区共体重の25％

の飼料を群口与えたがり再製区には土記の基本朗料をラ

試験区には基本ゑ・寸料4，占刈そば乾燥粉末1の割合に混

異したものを与えた。之季，春季共1［］　一一一淀体fl・、りの

lf刈そば乾煽分末給与量は同じことになる。

　（c）　臼射叫びに発疹症状の鱗察

　夷験i，2の家兎におけると語々同じ様に行ったv即ち

毎H正午より30～60分問屋外で雌射H光に当てて発疹症

状を観題したが，何れの場合も同じ条件下の対照区白鼠

と比較した。又毎日体重を測定し，採食状態を観察する

と共に三食量を測って食下孟を求めた。

　　　　　　　嬢1麟　　青刈そば給与（家兎）
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鳴瀦麟濡識轍の泌1繭
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　　　　l

　　　耳翼ッ眼瞼の紅潮営々増．hll，不要灰態籍萎

　　　軽減，．耳翼の一部購℃

圃症細坐減

　砥脇L発疹．ζ糸1：潮），耳＿k．　li　y¢野州

　人ま1後沈膏　　　　　　眼を閉ずこと多し
1岡前，眠瞼麗脹，工暇部と蜘餅ヨ鰐ま甚だこ

　入挙後回前
両前ラ眼瞼1叫泣甚だし一’（靡閉，』』．

．J　ts．　．．．．　l　g

所謝i
l．Jず

眼瞼高高殆んど晶晶，
耳嚢些々紅ll君

1頭部の・一・｝≦脱毛

1眼瞼，耳”紅潮増血

眼瞼暦：脹甚だし）

朝より沈欝，後死亡

備　考　試験開始後2「田までは茎の部分を戊食し勝ち

　　　　であったが，3［ll目からは茎，三共別なく食下

　　　　し始め，6「！目からは給与後直ちに探食する様

　　　　になった。

LJず

60

日射

せず

＿耳．冠ゴ渡f郵湖、

　同　　前
トー一一．一一…一　…一　　　一一

　紅潮，腫脹軽減

　左1恨水1韮俸にii塊 　二品勢二部に症状なし

1司　　前

岡　前う答部二毛部；・c淡黄色の液を分泌

　岡　前ラ眼目帰省々腫脹，勢冨色部の毛の伸長
」墨し

　耳根部，眼瞼嗣囲に脱毛ラ紅下消リ《

備　考　　試験閉始当日は殆んど採食せず，その後

　　　　も約無量は残食した。

（rk）　艦　　　果

　これらの結果は大要第2図に示す通りであった。口鼠

においても，症状は家兎の場合と同じ径過を辿り，先ず

耳翼，限瞼の紅潮C君8図）に始まり，次／￥∫に腫脹えと

進み，痒’1．受を増し，更に不安及び興蕎の状態を示す様

になった。採毛状態は良好で全、、乱読期財を通じて残食量

は極めて少なく，上記の給与工は殆んど食下させること

がほ朱た。

　幼鼠においては成鼠におけるよりも比鞠窃丞かに発疹

し，y溌現までに哀下した青刈そば少く，生粋に換算し

て幼鼠及び成鼠において食下生草⊥（g）／体重（g）は夫

々O．12，0・63であった。発疹強度の白鼠で4～5El閥ri

射を中断することにより症状は漸次軽減し，殆んど完全

、に恢復したが，再び日射を始めると直ちに孔現した。尚

幼鼠，成鼠何れにおいても晶晶に関係なく発現すること

が重められた

　　　　　　　　実　　　験　4．

　（統）　供　試　動　物

　脅丁．；100g前後のウイスター系口鼠，雄1匹，雌2匹

を1匹冤3区に分けて使用した。（予め発疹しないこと

を確認したもの）、，

　侮）　供試搾汁並びに投与概況

　生青刈そばを刈取後，直ちに全二」あ葉，茎の3部に分

けて細切して磨辛し，小型搾汁器で充分搾って得られた

液汁をその儘直ちに注入器を用いて経口投与した。即

ち全焼搾汁，栗搾汁ラ導搾i汁区の3区に分けて，燕験開

始後9Hl葺｛までは1「｛1回・　1　cc冤注入し，以後は1
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第2圖　　著刈そば粉末給与（白鼠）
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　　　　　（2）

　　　　　（3）

鷺おきとし約20」ヨ間試験したが，その間は慣行飼料を与

え平常通り飼育した。尚各部の搾汁1ccは夫々粗卑全

草39，生葉1097陰茎29を控って得られたものであ
る。

　（認）　β射叢びに発疹症状の観禦

　対照として別に白鼠を選び，実験正，2，3の場合に

準じて1目｝回60分間R射させた。又5「晦に体重を測

定した．

　（c）　結　　’果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　　　　　s　　　　　　　　　l。　　　　　　　　　Is　u演台後乱数

↓の所より発疹

↓の所より慣行飼料を給与

（　）内の数字は発疹までに食下した青刈そば生節換算量（g）

　大要第3図の様な結果を得た。、各区共

給与開始後約5日目に程度の差は見られ

たが，眼瞼の紅潮及び腫脹，耳翼の紅潮

等の症状を発現した。然し乍ら，実験3

におけるが如き強度の発疹は認められな

かった。各区を比較すれば，特に葉搾汁

区において顕著に認められ，茎搾汁区が

これに次ぎ，全草搾汁区は最も軽度であ

っだ尚この際症状発現までに注入した

搾汁は全草搾汁区5cc，葉搾汁区4cc，

茎搾汁区4ccで，これは夫々生全草159

生葉40g，生茎8gを搾って得られたこ

とになる。
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象
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io　o

い全草搾汁，葉搾汁，茎

搾汁を夫々1日1回，1

匹lcc宛下腹部皮下に

注射L，30～60分間屋外

で直射H光に当てて発疹

症状を観察した。但し，

葉搾汁区，全草搾汁区に

おいては注射部位に腫瘍

状の炎症を生じたので夫

々2「1，51ヨ閥で注射を

中止し，茎搾汁区ては8二

日問注射した。

尚この場合の各部搾汁

1ccは夫々生全草，生葉

生茎の4，14，49を搾

って得られたものであ

る。

　（a）　結　　　果

　第4図に示す様な結果

を得たが，各区共経口注入の場合に比べて症状は軽度で

あった。全草搾汁区においては，注射中止18日後に耳翼

に軽い紅潮が，葉搾汁区においてi6日後に同じく耳翼に

軽度の紅潮が認められた。、又ッ茎搾汁区では1環後にi｛艮

瞼の紅潮及び腫脹，その後耳翼にも紅潮が見られた。

　各区を比較すれば茎搾汁区，葉搾汁区，全草搾汁区の

順に症状は軽度であって，各区における全注射液量は夫

々329｝289　209の生草から得られたものである、

第3図　　搾汁経目投与（白鼠）
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中谷：青刈そばに関する研究
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第4図 搾汁皮下絶望（白鼠）
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註　　（1）　↓¢所で発疹

　　（2）　↓の所で注射Φ臣

考 察

　（1）家兎において，生青刈そば，乾燥粉末何れを給

与した場合にも所謂そば疹なる中毒症状が発現した，，症

状の主要経過は，先ず眼瞼並びi：耳翼，三口部の紅潮1こ

始まり，痒覚，腫脹，興奮及び不安の状態えと進んだ。

乾燥粉末混合飼料の給与の場奮は，全試験期間にわたり

嫌食を示したが生青刈の場合にはラ試験初期を除いては

採食状態は良好であり，この発疹症状の程度と採食状態

には何等の関連性も認められず，強度の発疹の場合にも

依然好んで採食：した。

　（2）症状の初発現までに食下した生存刈そば並びに

乾燥粉末の量（生草に換算）を比較すれば，食下生草量

（9）／体重（9）は夫々約0．10，0．50であって，乾燥操作中

に発疹に関与すると思われる物質の或程度の変性，失効

が考えられる。青刈そば乾燥粉末を給与した家兎で，尿

の定性的検査及び解体後内澱諸器管の肉眼的観察では，

特に異常は認められなかったが，長期にわたって給与し

た場合にも変化がないとは速断出来ない‘t）5）。

　（3）　白鼠においても症状の経過は同様であったが，

幼鼠では成鼠におけるよりも発現し易く，初発現までに

食下した青刈そば量（生草に換算）を比較すれば，食下

生草量（9）／体重（9）は夫々0．12，0．63であった。又経

口投与のみならず，搾汁の皮下注射によっても症状の発

現することを認めた。
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　（4）家兎並びに白鼠において何れも性別，季節に関

係なく青刈そば給与と日光照射によって，発疹症状の発

現することが認められた、尚塗布による症状の発現につ

いては結論を得るまでに至っていない。発疹に関与する

と思われる物質並びに如何なる種類の波長の光が作川す

るかについては目下検討中である。

総 括

　（1）家兎及び白鼠を用いて，そば疹（Fagopyris－

mus）の症状について観察しだ，

　（2）症状は主として，限瞼並びに耳翼に発現し，紅

潮，腫脹，痒覚を見，更に進んで興奮，不安の状態を示

した。

　（3）　白鼠において，経口投与のみならず，皮下注射

によっても症状が発現した。

　（4）家鬼白鼠の侮れにおいても性別，季節に関係

なく発現した。

　（5）青刈そばを乾燥すれば，ある程度発疹に関与す

ると思われる物質の変化が推定される。

　（6）解剖所見については特に異常な点は認められな

かった。

　本研究の遂行に当りラ種々御助言を賜った中村助教授

に深謝の意を表する。また動物実験の一部を担当された

学生磯部丁丁及び試料の便宜を計って下された本学部大

崎和二氏に謝意を表する。なお本研究は文部省より科学
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研究助成補助金の交付を受け，また本報告の大要は昭和

31年度1．ll本畜産学会大会において講演した。

〈1）

（2）

　　　　　　　　　：交　　　献

堀米・中村・島ヰ寸。中原（1954）茨大農学部学

争｛サ幸侵告ラNo．2：73

島村。大崎。中村。中原（1955）同

Noe　3：　53

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（9）

島村・1三i下部・大崎・中村’・中原・皆規G955）同

No．　3：　59

久保。藤本。中山（1939）東医事新，63：1373

久保・藤本（1940）同　　　，64：H51

弓野（1944）皮膚性病755：181

今泉（1952）畜産の研究り7：288

大川（1952）同　　 76：416
大凡家畜中毒学；小里予．家畜病理学各論；

板垣n家畜内科学等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s昆霊匿㎜段ry

　　（1）　The　symptoms　on　exanthema　（．Fagopyrismus）　of　rabbits　and　albiflo　rats　which

weye　fed　on　green　bucl〈wheat，　were　ewaminecl　carefully　under　t｝te　various　conditions．

　　　（2）　Generally，　the　symptoms　of　flushing，　swelling　aRd　itching　first　a．ppeared　．at　the・

auricle　and　eye－lid　of　the　experimental　animals，　and　then　g’radually　fell　into　uneasiness　and

excltement．

　　（3）　一rl”hese　symptoms　were　found　oR　rats　not　only　by　the　administration　of　press－liquoy’

of　green　buckwheat，　but　also　by　the　subcutaneous　injection　of　that．

　　（4）　The　symptoms　of　exanthema　appeared　sirr｝i｝arly　on　rabbits　and　rats　x・vithout　distin一一

ctioR　of　the　sex　and　seasoia．

　　（5）　lt　was　presumed　that　the　substan．ce　ilt　green　buckwheat　were　deg－eneratecl　to　a

certain　extent　while　drying’，　and　it　may　perhaps　concerRed　with　the　symptoins　of　exanthema．

　　（6）　There　was　no　clifference　on　post一・virnortem　examinatioit　between　the　experimental．

rabbi’ts　and　the　contro1，1　animals．
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中谷：青刈そばに関する研究

第5図　山羊における発疹（眼瞼・

　　　耳翼，鼻口部）

第7図　家兎における発疹（鼻口部）

　　　　　　左：対照区
　　　　　　右：試験区
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　第8図　白鼠における発疹（耳翼）

　　　　　　　左：対照区
　　　　　　　右：試験区
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